
第３学年 理科学習指導案 

授業者 大 渕 秀 樹 

Ⅰ 単元名 植物を育てよう２ どれくらい育ったかな 

 

Ⅱ 単元の構想 

 １ 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

〈教材について〉 〈単元の目標〉 〈高めたい子どもの実態〉 

○とらえさせたい科学的価値 
・ 植物は，色，形，大きさなど
の姿が違うこと 

・ 植物は，その周辺の環境とか
かわりあって生きていること 

○子どもの視点からの価値 
 （上記に加え） 

・ 身近な自然に成り立つきまり
の発見 

・ 生物に沸き起こる興味・関心，
栽培への意欲の向上，その実感 

植物の成長変化に興味をもち，育て

てきた植物のようすの観察や，それら

を花だんに植え替える活動を通して，

植物のからだは，葉，茎，根からでき

ていることをとらえることができる

ようにする。また，校庭や野原などに

見られるほかの植物とも比較して調

べ，植物のからだは，葉，茎，根とい

う共通のつくりをしていることをと

らえることができるようにする。 

○ 関心・意欲・態度の面から 
・ 学んだことが身近な植物にも
成り立つか確かめようとする
こと 

・ 栽培への意欲 
○ 科学的な思考・表現の面から 
・ 比較の視点をもって，比較す
ることによって得られること
への実感とその表現 

○ 技能の面から 
・ 比較の視点をもって観察し，
違いをスケッチすること 

○ 知識・理解の面から 
・ 植物の体のつくり，その多様
性 

〈復興教育（３つの教育的価値）との関連〉 

１ 生命や心について【いきる】 「①【かけがえのない生命】」とのかかわり 

  観察や実験に用いるホウセンカやワタなどを自分たちで育てることにより，植物の体のつくりや成長に感
動するとともに，自然の恵みのありがたさを感じる。 

２ 人や地域について【かかわる】 「⑨【仲間や地域の人々とのつながり】」とのかかわり 

  問題解決の過程において，自然の事象に対する自分の見方や考え方を表現し合い，そのよさを互いに理解
し合うことで，自分の考えの深まりと理科の学習で見つけたきまりが自分の地域でもはたらいていることに
実感し，互いに学び合う仲間の大切さを感じる。 

 

３ 学習の系統（関連と発展）Ｂ生命・地球の「生命」を柱として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 Ｂ 地球・生命 

 （２）身近な自然観察 

  身の回りの生物の様子を調べ，生物とその周辺の環境との関係についての考えをもつことができるよう
にする。 

ア 生物は，色，形，大きさなどの姿が違うこと。 

イ 生物は，その周辺の環境とかかわりあって生きていること。 

４年 人の体のつくりと運動 
・ 骨と筋肉，関節の働き 

４年 季節と生物 
 ・ 動物の活動と季節 
・ 植物の成長と季節 

５年 植物の発芽，成長，結実 
・ 種子の中の養分 
・ 発芽・成長の条件 
・ 植物の受粉，結実 

６年 人の体のつくりと働き 
 ・ 呼吸 ・ 消化・吸収 
 ・ 血液循環 
 ・ 主な臓器の存在 
６年 生物と環境 
 ・ 生物と水，空気とのかか

わり 

３年 昆虫 

・昆虫の成長と体のつ
くり 

３年 植物 

・植物の成長と体のつ
くり 

生物は，色，形，大
きさなどの姿が違う
こと。 

生物は，その周辺の
環境とかかわりあっ
て生きていること。 

 

生活科 

１年 アサガオの栽培 
２年 野菜の栽培 

家庭・地域・社会 

・植物を育てた経験 

・野菜を食べた経験 

・葉や茎で遊んだ経験 

・雑草を抜いた経験 

 家庭・地域・社会 

・植物を育てたとき 

・野菜を食べたとき 

・葉や茎で遊んだとき 

・雑草を抜いたとき 

 



４ 評価規準 

  自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 
① 植物の成長の変化に

興味をもち，愛情をも
って，進んで水やりな
どの世話をしたり，観
察したりしようとし
ている。 

② いろいろな植物のか
らだのつくりに興味
をもち，進んで観察し
て，記録しようとして
いる。 

① 植物のからだの各部
を葉，茎，根に分けて
判別し，表現してい
る。 

② いろいろな植物のか
らだを比較して，どれ
も，葉，茎，根からで
きていると考え，説明
している。 

① 育ってきた植物を観
察して，葉や茎のよう
すを的確に記録して
いる。 

② 植物のからだのつく
りを観察して，葉，茎，
根の形の特徴を的確
にとらえて記録して
いる。 

① 子葉とその後に出て
くる葉では，葉の形や
大きさに違いがある
ことを理解している。 

② 植物のからだは，どれ
も，葉，茎，根からで
きていることを理解
している。  

 

５ 指導計画（全４時間） 

時 学習活動 ◆研究にかかわる手立て 指導上の留意点と評価 

第
１
次 

育
ち
方
を
調
べ
よ
う 

２
時
間 

○ホウセンカやピーマンなどは，子
葉が出てきた後，どのように育っ
てきたか記録をもとに，振り返
り，変化したことを視点に学習問
題を設定する。           

 

 

 

手立て１ 焦点化 

  

 

 

 

 

比較の視点：高さ，葉の数 

 

・葉の数，大きさは実寸，植物

の高さは紙テープで記録さ

せておく。 

○植物の苗を観察して，変化を調
べ，記録する。 

手立て２ 可視化 

◇育てている植物の様子を観察し，大
きさ，色，形を視点にスケッチさせ，
これまでの観察と比較させる。 

 

 

手立て３ とらえ直し 

◇校庭で見つけた草花を提示し，それ
らも高さや葉の数が増していること
から植物の生長を実感させる。 

 

第
２
次 
か
ら
だ
の
つ
く
り
を
調
べ
よ
う 

２
時
間 

〈本時〉 

○植物の苗を観察して，からだのつ
くりを調べ，記録する。            

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  比較の視点：からだのつくり 

 

 

手立て２ 可視化 

◇育てている植物のからだのつくりに
ついて話し合い，葉，茎，根からで
きていることを推論させ，それぞれ
の部位が分かるように記録させる。 

 

 

 

手立て３ とらえ直し 

◇教師が提示した植物についても，葉，
茎，根からできている共通性をとた
えさせる。また，校庭で見つけた植
物のからだのつくりにも興味をもた
せる。 

 

 

・根を中心に，葉や茎の特徴に

着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物のからだは，どんな部分からできているだろうか。 

技能② 

記録 

思考・表現② 

発言・記録 

春にたねをまいた植物は，どのように育っているだろうか。 

知識・理解① 

発言・記録 

技能① 

発言・記録 

関心・意欲・態度① 

行動観察・記録 

同種の時間軸での比較 

同じ時間軸での種類の比較 

種のスケッチ 子葉が生えた
時のスケッチ 

春にたねをまいた植物は，背が高くなり，葉の数も増えている。 

昆虫のからだのつくりとの比較 

昆虫のからだ 前時のスケッ
チ 



○育てている植物の植え替えをす
る。 

○校庭や野原などに見られるいろ
いろな植物のからだのつくりを
調べ，植物のからだのつくりにつ
いてまとめる。 

 

 

手立て３ 

◇ナズナやヒメジョオンなど身近な野
草に視点を広げ比較させることで，
差異点（形や大きさ），共通点（植物
のからだのつくり）を明確にとらえ
させる。 

○これまでの観察から分かったことを
発表させ，育ち方やからだのつくり
の共通点をとらえさせる。 

 

 

 

 

・観察した植物は，大切に定植

させる。 

 

Ⅲ 本時の指導（３/４時間） 

 １ 指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て１ 焦点化 虫の体のつくりとの比較 

 

 

 

比較の視点：植物もこん虫と同じようにからだを部分で分けられるのか。 

Ｃ：こん虫のからだは，頭，むね（足が６本），はらでできていたね。 

Ｃ：植物も分けることができるかなあ。 

※事象→他者との対話（個と全体） 

 

植物のからだは，どれも，葉，くき，根からできている。葉は，くきに
ついていて，根はくきの下にある。 

本時（２次）にかかわる実感を伴って理解する子どもの姿（※実践力を視点に） 
校庭や近所で観る植物のからだも，葉，茎，根からできているという共通性をとらえることができる子ども 

追
究
の
見
直
し 

問
題
意
識
に
基
づ
い
た
追
究 

問
題
の
明
確
化 

 子どもの素朴概念 

植物には，根や葉や茎とよぶ部分があると知ってはいるが，多様な植物のきまりとし
ての共通性はとらえていない。 

手立て２ 可視化  種類の比較によるスケッチ 

① からだのつくり 

Ｃ：まっすぐに土から伸びているのが茎でしょ。 

Ｃ：これは，葉だね。緑が濃いよ。 

Ｃ：根は真っ白いね。 

② どの種類にも当てはめることのできる共通性 

Ｃ：ホウセンカにも，ワタにも，ヒマワリにも，ピーマンにも，まっすぐな茎と，平ら

な葉と，白い根の部分があったよ。 

※事象→他者との対話（個と小グループ） 

 

手立て３ とらえ直し 

学習したことを生活に身近な植物のからだのつくりでとらえ直す 

Ｃ：茎から葉が生えていたよ： 

Ｃ：根から茎が伸びていたよ。 

Ｃ：根もこんなに成長していたんだ。しっかり土を握っていたよ。 

Ｃ：根も葉も茎も，種類によって違いがあるんだね。 

Ｃ：どの植物にも葉と茎と根があるんだ。※ねらいにせまる発言 

Ｃ：他の植物も調べてみたいな。 

   ※事象→友達（個と集団）→自己内対話 

 

関心・意欲・態度② 

行動観察・記録 

思考・表現② 

発言・記録 

知識・理解② 

発言・記録 

こん虫の体のまとめ 

頭，むね，はら，脚は胸から６
本出ている 

現在の植物の体の様子 

ホウセンカ，ワタ，ピーマン 

ヒマワリ 



２ 目 標 

  植物のからだは，葉，茎，根からできているという共通性をとらえることができる。 

３ 展 開 

段
階 

学習活動 子どもの思考 

（◎は子どもの問題） 

時
間 

支援と評価 

（◎研究にかかわる手立て，評価） 

 

 

問

い

の

明

確

化 

 

 

問

題

意

識

に

基

づ

い

た

追

究 

 

 

 

追

究

の

見

直

し 

① 虫のからだのつくりをも
とに，植物のからだのつ
くりについて話し合い，
問題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

② 予想する。 

 

 

 

 

③ 検証方法を見通し，観察

をする。 

 

 

 

 

 

④ 観察したことを交流す

る。 

⑤ 観察結果から考察する。 

 

⑥ 問題をまとめる。 

 

 

 

 

 

⑦ まとめたことを，校庭で

見つけた植物でとらえ

直す。 

 

○こん虫のからだは，頭，むね（足が

６本），はらでできていたね。 

○植物のまっすぐな部分は，昆虫の

むねかな。 

○植物のからだをささえている部

分はどこかな。 

◎土の中はどうなっているんだろ

う。 

 

 

○どの植物にも葉はあるよ。 

○葉が生えている茎があるよ。 

○根はどうかなあ。 

○根のない植物もあるのかな。 

 

○４種類どれも形は違うけど葉が

あるよ。 

○長さや太さは違うけど茎もある。 

○どの植物も根がびっしりついて

いるよ。 

○これでは，狭そうだね。 

 

○どの植物にも茎がありました。茎

は硬いです。 

○茎から葉が生えていました。葉は

茎より緑が濃いです。 

○４種類の植物すべてに，葉と茎と

根があったよ。 

○長くて白い根が茎の下にありま

した。 

 

 

 

 

○やっぱり，どの植物も葉と茎と根

があるんだね。 

◎ぼくが見つけたあの植物はどう

だろう。 

５ 

 

 

 

 

 

 

５ 
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・からだのつくりについて予想する

とともに，根を中心に色や形，大

きさについても話し合う。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・共通点を話し合うとともに，種類

による違いへの気付きについて

もふれる。 

 

 

植物のからだは，どんな部分からできているだろうか。 

 

 

 

植物のからだは，どれも，葉，くき，根からできている。

葉は，くきについていて，根はくきの下にある。 

手立て１ 焦点化 

こん虫と植物のからだをつ

くり（部分）という視点で比

較し，根があるのか，どんな

部分があるのかという問題

をきっかっけに，観察の見通

しをもたせる。 

手立て２ 可視化 

ホウセンカ，ピーマン，ワタ，

ヒマワリの４種類の植物の

うち，２種類を選択してスケ

ッチし，からだのつくりの共

通点を矢印でつなぐ。 

手立て３ とらえ直し 

校庭で見つけた植物を提示

し，からだのつくりを説明し

合い，学習したことをとらえ

直す。 

技能② 

記録 

思考・表現② 

発言・記録 


